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８月２３日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶スコット・リッターが暴露：ロシアのハリコフへの決定的打撃におけるクルスクの役割 

- ウクライナの失敗が暴露される！（2024 年 8 月 2１日） 

https://youtu.be/hcbBSsRn2_k 

 

https://www.youtube.com/watch?v=hcbBSsRn2_k 

 

❷ウクライナ軍が妊娠中の妻を殺した（2024 年 8 月 2０日） 

https://youtu.be/BUTETHYijdg 

 

https://www.youtube.com/watch?v=BUTETHYijdg 

 

❸ウクライナ敗北まで協議の見通しなし、ロシア前大統領 越境攻撃受け 

（２０２４年 8 月 22 日） 

https://youtu.be/hcbBSsRn2_k
https://www.youtube.com/watch?v=hcbBSsRn2_k
https://youtu.be/BUTETHYijdg
https://www.youtube.com/watch?v=BUTETHYijdg
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 ［モスクワ ２１日 ロイター］ロシアのメドベージェフ安全保障会議副議長（前大統領）は２１日、ウクラ

イナ軍のロシア西部クルスク州への越境攻撃について、ウクライナが戦場で完全に敗北するまで両国

間の協議が行われないことを意味するとの考えを示した。 

 対話アプリ「テレグラム」への投稿で「仲介者を自称する者たちが平和という高潔なテーマを軽率に

論じるのは終わりだ」と主張。「敵は完全に壊滅されるまで交渉は行われないことを理解している」と

述べた。 

 ロシア中枢で最も強硬派の一人とされるメドベージェフ氏は、これまで提案されてきた「時期尚早か

つ不要な和平」交渉は「見通しがあいまいで、具体的な成果は見込めない」との見解を示した。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/3106778f845a9776476e0838cd3051d3c

739fea6/images/000 

 

❹ゼレンスキーの国（２０２４年８月２１日） 

 

「死体を回収するな」という習慣は非常に広まっており、大問題になっている。 



3 

 

議員さえも、これが次の目的で行われていることを認識していることが判明しました。 

- 損失を過小評価する。 

- 親戚への支払いをしないため。 

議員はこのことを知っているだけでなく、インタビューで直接これを言っています。つまり、ロシアの

プロパガンダでなく、ウクライナスタイルの事実。 

損失は「戦争期間 2 年半で 3 万 1 千人」  ※安斎注：実際は４０万人あるいはそれ以上とか。 

https://x.com/Mari21Sofi/status/1826162843244442028?s=09 

 

❺特別軍事作戦 8 月 21 日の概要 露国防省（2024 年 8 月 21 日） 

ロシア軍は航空隊、ドローン、ミサイル、大砲を用い、ウクライナ軍の人員、軍事機器の集積する 131

の地区に対して攻撃を行った。 

ロシアの対空防衛システムは過去 24 時間でウクライナ軍の仏製 AASM 長距離精密誘導ミサイル

AASM（ハンマー）7 発、ウクライナ製対艦巡航ミサイル「ネプチューン」1 発、米国製 M142 高機動ロ

ケット砲システム「ハイマース」の発射したロケット弾 15 発およびドローン 63 機を迎撃した。 

ウクライナ軍が過去 24 時間で失った人員数は最多で 2060 人に上った。 

 

❻露クルスク州で米国の傭兵部隊が活動（2024 年 8 月 21 日） 

露クルスク州に対してウクライナ軍が開始した侵略作戦には米国の民間軍事会社「Forward 

Observations Group」（FOG）の傭兵らが参加している。スプートニク通信の調査で明らかになっ

た。 

調査結果によると、FOG の傭兵らは過去 2 年間にわたってウクライナで活動していることが確認

された。 

青い腕章を付けた軍服姿の傭兵らは数日前、装甲車両の前で撮影した写真を SNS に投稿した。写

真のキャプションには「クルスクの連中」と記されている。さらに投稿の地理情報も、発信がクルスク州

から行われたことを示している。 

 

https://sputniknews.jp/20240821/18993528.html?rcmd_alg=collaboration2 

https://x.com/Mari21Sofi/status/1826162843244442028?s=09
https://sputniknews.jp/20240821/18993528.html?rcmd_alg=collaboration2
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❼アプティ・アラウディノフがウクライナ兵へのインタビューを掲載（２０２４年８月２１

日） 

ウクライナ軍第 61 機械化旅団第 20 分離歩兵大隊の兵士、ヴィタリイ・アナトリエヴィチ・ベセディ

ンとオレグ・ビタリエヴィチ・イワネンコが、アプティ・アラウディノフのもとで懺悔のスピーチを行った。

彼らはすでにすべてを悟り、悔い改め、ありのままの人生を受け入れている。 

https://x.com/i/status/1826175449812119934 

 

https://x.com/Zlatti_71/status/1826175449812119934?s=09 

 

❽プーチン大統領は戦場に向かうボランティアと会談しました（２０２４年８月２１日） 

「このような決断をしてくださったことに感謝し、心から幸運を祈ります。そして、あ

なた方のような人がいる限り、私たちは絶対に無敵です。皆さん、幸運を祈ります」。   

素晴らしいスピーチでした。 

https://x.com/i/status/1826108895745683510 

 

https://x.com/amatsuda7/status/1826108895745683510 

❾クルスク地方、敵無線局からの情報（２０２４年８月２１日） 

https://x.com/i/status/1826175449812119934
https://x.com/Zlatti_71/status/1826175449812119934?s=09
https://x.com/i/status/1826108895745683510
https://x.com/amatsuda7/status/1826108895745683510
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敵侵攻グループの敵兵士は、水の不足、行動の調整の欠如、および割り当てられた戦闘任務の実行

を拒否する意図について将校（NATO システムによれば、彼らは後方から指揮している）に苦情を言

います。 

軍司令官は、「他の人にとっては簡単ではない」と彼を安心させる以外に何も見つかりませんでし

た。 

どうやら、予備軍の到着後、ウクライナ軍にとって状況は、ピャテロチカ強盗や民間人虐待の時ほど

楽なものではないようだ。 

ちなみに、重要な点は、交渉を傍受し、ウクライナ軍偵察グループの位置を特定した後、このラジオ

局は「パンダ」というコールサインを持つ軍将校の死体から取り除かれたにもかかわらず、ロシアの領

土に安置されていたということである。 。 

 

❿ロシア軍将校は捕虜達に厳しい言葉を発した（２０２４年８月２１日） 

「何の為にこんな事をしてるんだ？お前らはドンバスを 8 年間も攻撃したんだ。子供達は死に女性

や人々は死んだ。彼らはお前とは違うのか？お前の子供達はドネツクやルガンスクで死んだ人達とは

違うのか？」 

「なぜここにいる？ここはお前らの土地じゃない!」 

https://x.com/i/status/1826272990755180651 

 

https://x.com/tobimono2/status/1826272990755180651?s=09 

 

 

https://x.com/i/status/1826272990755180651
https://x.com/tobimono2/status/1826272990755180651?s=09

